
教育目標 すこやかでよく遊ぶ、心豊かな子供の育成 ～子供の夢がかなう幼稚園～ 

○意欲的に遊び込む子 ○豊かな感性をもち、思いやりのある優しい子 ○友達と協同して遊びを創り出す子 ○心も体もすこやかな子 

保育の視点 心豊かに自ら遊び込む子どもを目指して ～『自立』を支える教師の援助～ 

項目 重点項目 具体的施策 達成目標 
自己

評価 
成果と課題 改善策 

学校関係

者評価 

 
 
 
 
 
 
学
力
の
向
上 

 教 

育 

課 

 程 

 

 

研 

究 

推 

進 

・教育課

程 の 再

編成 

 

・子ども

の 豊 か

な 心 を

育 む 保

育 の 実

践 

 

 

 

 

 

 

・幼小の

連 携 を

意 識 し

た 保 育

の展開 

・幼小接続の視点からの教育

課程の確認及び検証を行う。 

 

・日々の保育から遊び込む子

どもの心の動きを捉え、その

子どもを支えるための環境

構成のポイントを探る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼小連携を図るために職員

同士が互いの授業や保育を

見合う機会を設ける。また、

園内研究会などを通して学

びを深める。 

・職員で意見を出し合い、子ども

の姿を１０の姿に分け、確認検

証をする。 

・学期に２回程度事例研究を行

い、環境の構成（人的・物的を含

めた）のポイントについて学び

合う。 

・共同研究園とともに研究テーマ

にせまっていけるよう、園内研

究会や共同研修会などを計画的

に推進する。 

・「子どもは幼稚園でやりたい遊

びを見つけ、存分に遊んでいる」

の保護者アンケートのＡＢ評価

が８０％になるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・幼小の職員で意見交換を行い、

共通理解する。また、それぞれ

の授業や保育に活かす。幼小交

流の計画を元に実践する。 

 

 

 

 

 

 

A 

・1 学期～２学期にかけて、学年ごとに子供

の姿から１０の姿に分けることができ

た。しかし、伊丹市全園共通の教育課程の

ため、子供や園の実態を合わない点も出

てきている。伊丹市全園共通の教育課程

と自園の実態をどうあわせながら進めて

いくかが今後の課題である。 

・保護者アンケートでは、AB 合わせて 90％

以上が子供は幼稚園でやりたい遊びを見

つけ存分に遊んでいると捉えられてお

り、子供のやりたい気持ちをかなえられ

る環境構成を工夫する取り組みが、遊び

込む姿につながっていると考えられる。 

・共同研究園と講師を招聘した園内研を計

画的に実施し、子供の育ちを学ぶことが

できた。また、共同研究園で、指標の見直

しを行い、職員全員で話し合い考えるこ

とで、研究のベースを共通理解しながら

進めることができた。 

・小学校に行くことで、小学生に憧れの気持

ちをもち、もらった招待状をまねて小学

生にも幼稚園に来てもらい交流するな

ど、小学校の魅力を感じ期待をもつ姿が

見られた。 

・互いに保育公開や授業見学に行き、研修会

にも参加できた。今後も、十分に意見交換

をしながら連携し、特に架け橋期の接続

について共通理解していく必要がある。 

・職員会の中で、子供の姿の話をしながら、

学期ごと、学年ごとに見直し、伊丹市全園

共通の教育課程と照らし合わせながら自

園の教育課程を検討していく。 

 

 

 

 

・共同研究園とともに引き続き「遊び込む子

どもの育成」というテーマで研究を進め、

遊び込むための子供の姿と環境構成のポ

イントを整理できるよう、エピソードか

ら抽出していく。 

・保護者にもクラスだよりや google 配信や

懇談会や掲示などを通して子どもの成長

を適宜伝えていく。 

 

 

 

・今後、年度初めに計画を立て、子どもの姿

を見ながら交流していく必要がある。 

 様子を見ながら連携し、細かく連絡をと

りあう。 

 

・引き続き研修会などに参加しながら計画

を見直し、実践していく必要がある 

小学校との

しぜんな交

流が図れて

いる。 

今後も架け

橋期の接続

をめざし、保

幼小中がつ

ながるよう

教育計画を

立てていか

れるとよい。 

 

研究におい

ては、共同研

究園との研

究や研修の

成果が子供

の遊び込む

姿となって

あらわれて

いる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊
か
な
心 
・ 
健
や
か
な
体 

 

 

 

 

 

健 

康 

教 

育 

 

・基本的

生 活 習

慣 の 確

立 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感染症

予 防 に

努める 

・子どもの実態を把握し、子ど

もが必要感をもって自ら身

体を大切にしようとする姿

になるよう、担任と養護教諭

が連携し、毎月保健指導（ほ

けんの話）を行う。 

・生活習慣の定着に向けて家

庭でも意識して取り組むこ

とができるよう、保健指導の

内容を基にしたげんきカレ

ンダーを実施していく。 

 

 

 

・保健指導、保護者向けのほけ

んだよりで健康課題につい

て啓発していく。 

 

 

・「自分の体は自分で守る」こ

とが意識できるよう、視覚的

教材等を活用・掲示し、園児

が自ら健康ついて興味関心

をもちながら、生活習慣の自

立につながるように努めて

いく。 

・子どもが自分の身体に関心をも

ち、大切にしようとする気持ち

を育む保育について取り組む。

「子どもは、基本的生活習慣が

身につくように取り組んでい

る」の保護者アンケートの AB

評価が８０％以上になるように

する。 

 

 

 

 

 

・毎月、家庭と連携を取りながら

げんきカレンダーに取り組んでい

く。 

 

 

・毎月、実施するほけんの話の内

容についてホームページ等に掲

載する。 

 

 

・規則正しい生活習慣を身につ

け、自ら感染症予防ができるよ

うにする。 

 

・「子どもは自ら自分の身体や健

康について意識しながら行動す

ることができている」の保護者

アンケートの AB の評価が８

０％以上になるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・「子どもは、基本的生活習慣が身につくよ

うに取り組んでいる」の保護者アンケー

トのAB評価が８０％以上の評価を得た。 

・生活習慣の定着に向けて課題のある子ど

もの実態を職員で共有し、連携して個別

指導を行うことができ、また、ほけんの話

の内容に取り入れることができた。 

・ほけんの話から家庭でも取り組みやすい

目標をげんきカレンダーに設定した。保

護者のコメント欄から家庭でも親子で意

識して取り組もうとする様子が伝わって

きた。また、園での様子などコメントを返

すことで連携が図れるようにした。 

・毎月ほけんだよりを発行し、子どもの健康

課題や感染症予防などについて保護者啓

発を行った。 

・ほけんの話の内容をホワイトボードで降

園時に掲示し、HP にも掲載した。また、

長期休業前に行ったほけんの話の内容を

動画配信し、親子で規則正しい生活習慣

が意識できるよう、Google で配信した。 

・歯科医師会による刷掃指導や教師による

生命の教育の保健指導に保護者も参加し

ていただき、健康教育について意識でき

る機会を設けた。 

・「子どもは自ら自分の身体や健康について

意識しながら行動することができてい

る」の保護者アンケートの AB の評価が

７７％と８０％に満たなかったが、「子ど

もは、基本的生活習慣が身につくように

取り組んでいる」の結果は８０％を超え

ていることから、手洗いうがいなど習慣

は身についているが、健康に過ごすため

の行動として結びついていないと考えら

れる。 

・自立や基本的な生活習慣の定着に向けて

園と家庭が連携して子どもを支えていく

ために、引き続き保護者へ個別に指導方

法や取り組みを丁寧に伝えていく。 

・今後も職員間で情報共有を行うことで、個

に応じた指導を行っていく。 

 

・ほけんの話は視覚支援教材を用いてわか

りやすく伝える工夫をし、必要に応じて

年間計画を見直して子どもの健康課題に

合わせた内容を検討していく必要があ

る。 

 

・家庭でも親子で意識し、取り組んでいける

ように「げんきカレンダー」の活用を継続

し生活習慣の定着を図っていく。 

・今後も引き続いて健康課題や感染症予防

の啓発に努めていく。 

・HP 掲載や Google 配信を保護者に周知す

ることで、家庭でも規則正しい生活習慣

を思い出し意識して行動できるよう発信

していく。 

 

 

・子どもたちが継続して意識し、健康に過ご

すために必要感をもって行動できるよ

う、ほけんの話で使用した視覚教材など

園内に掲示していく。 

基本的生活

習慣を身に

付けること

は大切であ

る。保護者へ

の啓発は難

しい面もあ

るが、げんき

カレンダー

を通して保

護者啓発に

努めている。

継続してほ

しい。 

 

刷掃指導や

ほけんの話

を通して、子

供達自身も

自分の身体

を大切にす

る意識がも

てるように

なってきて

いる。 

 

今後も保護

者研修や懇

談会を工夫

し、一人一人

を大切にす

る保育を進

めていただ

きたい。 

 

飼育栽培活

動、動植物と

のふれあい

がい命の大

切さに気付

く機会とな

っている。 

 

拠点園とし

て、にじいろ

広場の充実

に努め、積極

的に研修会

を実施し、他

園や小学校

 

 

人 

権 

 教 

 育 

・人との

関 わ り

や 伝 え

合 い に

視 点 を

置 い た

保 育 実

践 

 

・子ども、保護者ともに互いに

認め合える人間関係を築く

ことができるよう園が拠点

となって呼びかけていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・花や野菜の生長や身近な生

き物の命に思いを寄せられ

るよう、環境を整え収穫の喜

びや命の尊さ等を感じられ

るようにする。 

・子どもが日々の生活の中で周り

の人から愛されていることや自

分の気持ちや友達の思いなどに

を振り返り気付く機会をもつ。 

 

 

 

 

・保護者に向けて学級懇談会や研

修の機会に自身の子育てを振り

返り、いろいろな立場の人の考

えに触れられるような場を設定

する。 

 

・花や野菜の生長や身近な生き物

の命に思いを寄せられるよう、

環境を整える。 

・飼育栽培活動を行い、命を大切

にする経験ができるようにす

る。 

 

 

 

 

B 

 

 

・日々の保育の中で 1 人 1 人が大切な存在

であることが感じられるようにしてき

た。また、各月の誕生会では保護者から子

どもに向けて思いを伝える時間をもち、

自分が大切にされている、愛されている

ことを感じることができた。その反面、欠

席が多く誕生会に参加しない保護者もお

り、家庭によって差があることが課題で

ある。 

・学級懇談会を通して、ふわふわ言葉やちく

ちく言葉について職員と保護者で一緒に

振り返る機会をもつことができた。クラ

スでも子どもに伝えたことで家庭でも考

えるきっかけとなった。 

 

・季節に合わせて花や野菜の栽培をし、生長

を楽しみにし、収穫を喜んでいた。 

・飼育については各クラスで飼っている生

き物の世話を通して命について考える機

会をもつことができた。うさぎの世話は

子供が直接かかわることが少なかった。 

・今後も一人一人を大切にする保育に努め

られるよう、教師間で共通理解を図る。 

 また、誕生会のあり方については子供や

保護者の実態等を踏まえ、会の進め方や

保護者の参加の仕方について、検討して

いく。 

 

 

・書面研修や学級懇談会で語り合うことで、

子育てや保育の中での気付きがあった。

今後も研修や懇談会の場をもち、理解を

深めていけるよう努めていく。 

 

・飼育、栽培活動において、準備の段階から

植物の成長や生き物の命の大切さに気付

いて幼児自らが行動したくなるように計

画的に保育に取り入れていく。 

 

 

 

 

特 

別 

支 

援 

教 

育 

・子ども

一 人 ひ

と り の

特 性 に

応 じ た

保 育 の

実践 

・幼児理解に努め、子ども同士

のつながりや一人一人の育

ちにつながるよう支援して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもの姿に応じて、具体的な

支援方法や保育内容を検討し、

実践する。また、保護者と園の

取り組みや家庭での様子を伝え

合い、園と家庭が連携して子ど

もを支えることができるように

する。 

・コンサルテーション等を活用

し、園内だけでなく他方面から

の子どものとらえと支援方法を

検討していく。 

 

 

 

A 

 

・支援学校や医師会などの研修会へも積極

的に参加し、年３回、講師を招聘した園内

研修会を行い、多方面から子どもをとら

えて支援する方法を学ぶことができた。

職員間で連携し、子ども１人１人の育ち

や課題を共有する時間をもち、指針を定

めて関わることに努めてきた。 

・保護者には園での様子や取り組みを伝え、

家庭での様子も聞くことにより、園と家

庭の連携を心掛けてきた。 

・にじいろ広場は、予定通り７回開催した。

・今後も、それぞれが参加した研修内容を共

有しながら、講師を招聘したり、巡回相談

などを活用したりして子どもの育ちを支

えていく。 

 

・拠点園として、４月当初、にじいろ保育に

ついて、他園へ説明会・見学会を開催し、

ねらい等を知らせることができた。しか

し、１度参加した園は継続的に参加され

るが、新規の園への啓発の工夫が必要で



・地域の特別支援教育の拠点

として、特別支援教育に関す

る保育や情報を積極的に発

信する。 

・にじいろ広場の保育の様子を地

域の就学前施設に公開し、参加

の呼びかけをする。またにじい

ろだよりを発行し、にじいろ広

場の遊びのねらいを保護者や教

職員に明確にわるようにする。 

・特別支援教育の研修会への参加

や保護者研修会を実施し、保護

者、教職員共に子どもとの関わ

りや支援方法をより深く学ぶ。 

 

 

保育前に遊びのねらいについて保護者に

知らせ、保育後には、育つ力について等、

振り返りながら考える時間をもってき

た。 

・年２回実施した保護者研修会では、就学に

関すること、また、喫緊の課題を踏まえつ

つ、にじいろ広場で活用できる内容で行

い、保護者・教職員共に、子どもとの関わ

りについてより実践的に学ぶことができ

た。 

ある。まず、説明会・見学会への参加を促

したい。 

 

 

・昨年度図書の貸出冊数が減少しており、広

場だよりで内容を知らせる等、啓発した

結果増えた。今後も情報提供の仕方を工

夫して多くの利用を促し、保護者、教職員

共に子どもとの関わりや支援方法をより

深く学んでいきたい。 

にも発信し

ておられる。

一人一人の

発達に応じ

た丁寧な支

援をされて

いる。 

 

 

利用者が増

える中、預か

り保育の充

実に、積極的

に取り組ま

れている。 

 

HP, 動 画 配

信は、子供達

の様子を伝

えることが

出来るツー

ルであるが、

個人情報や

業務改善の

観点から課

題が大きい

と感じる。 

 

安全管理に

ついては、突

如起こる危

険に対し、ど

う行動でき

るかにかか

っている定

期的な避難

訓練、危機管

理の意識の

向上に努め

ておられる。 

 

開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
園 

 

保 

護 

者 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

・教育へ

の 理 解

へ と 繋

が る よ

う な 保

護者、地

域 と の

連携 

・預かり保育や園庭開放等子

育て支援の充実を図るため、

さらに保護者、地域、園の連

携を深める。 

 

 

 

 

・Google クラスルーム、園だ

より、クラスだより、HP な

どを通して子ども達の様子

を発信することで園教育へ

の理解を図ると共に、必要に

応じて気軽に子育ての話が

できるような体制を作る。 

 

・学校運営協議会や地域の会

議等に参加し、学校や地域と

の連携を深める場とする。 

・保護者アンケートの「幼稚園は

開かれた園として職員に子育て

や保育についての相談や話がし

やすい環境である」の項目のAB

評価が８０%以上になるように

する。  

 

 

・毎月１回以上 HP や動画等その

時々に応じた方法を工夫し、園

の教育や大切にしていること、

子供達の様子等を発信する。 

 

 

 

 

・年間７回程度学校運営協議会や

地域の会議等への参加や、年間

２回発行の広報誌を通して園の

教育を地域に伝えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・必要に応じて預かり担当以外の職員も関

わりながら職員間で連携を取り合い、預

かり保育の充実に努めた。保護者の就労

が増加傾向にあり、保護者のニーズに答

えるよう努めてきたことで、AB 評価が

82％の評価を得た。今後も安全管理に配

慮しながら取り組んでいく。 

 

・ｸﾗｽ便りで子供達の学びや育ちを細やかに

伝えたり、HP、動画配信等で園の取り組み

や子供達の様子を発信したりしてきた。 

 個人情報の観点から、作成に多大な時間

を要することが課題である。 

 

 

 

・小学校、就学前施設とのしぜんな交流を図

ったり、地域行事や会議等への参加など

を通して連携を図ってきた。 

・引き続き、担当者との連携を密に図りなが

ら必要に応じて全職員で預かり保育に関わ

ることで子育て支援の充実に取り組んでい

く。 

 

 

 

 

・HP､動画配信については撮影不可能な子供

に配慮しながら、行事だけでなく日々の

保育の中で、その時伝えたい子供達の様

子を配信していく。 

 

 

 

 

・小学校、就学前施設、地域との連携を密に

し、研修会や園児の交流を更に深めなが

ら、発信を続けていく。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
そ
の
他 

 

 

 

 

安 

全 

管 

理 

・安全で

過 ご し

や す い

生 活 の

場 と し

て の 環

境作り 

 

 

 

・安全点検日を園務日程に記

載して位置づけ、職員の意識

向上を図る。 

・様々な場面を想定した避難

訓練を行い、安全について子

どもと考える機会を定期的

に設ける。 

・保護者、地域と共に安全な環

境作りに努める。 

 

 

 

・月１回安全点検を行うことで、

全職員の目で日頃から安全管理

に努め、遊具や用具、園庭や保

育室内を常に安全に保つ。 

 

・学期に１回以上の避難訓練を実

施し、子供が自分で自分の身を

守る方法を知る。 

 

 

 

 

 

 

・保護者や地域の方の協力も得て

園庭清掃に取り組む。（９月） 

 

 

 

 

 

 

 B 

 

 

・月１回の安全点検を行い、修繕箇所につい

てはすぐに連絡調整を行い改善に努め

た。 

・保護者アンケートで「こどもの安全に関す

る適切な指導が行われている」という項

目の AB 評価が１００％であった。 

・避難訓練を実施したり、安全教育を取り入

れたりしたことで、子供達自身が緊急時

に自分の命を自分で守ろうとする意識を

もち、周りの大人の指示に従い行動でき

るようになっている。 

・防犯訓練として伊丹警察と連携し防犯訓

練を実施した。（護身術） 

 

・園庭の環境整備のため、保護者や地域の方

の協力を得て園庭清掃を行うことが出来

た。 

・園舎や園庭を含めて老朽化もあり、いたる

所で不具合が出てきているので、月１回

の安全点検以外の日々の生活の中で常に

安全意識を持ち、改善箇所については速

やかに伝え、共通理解出来るようにする。 

 

・引き続き震災や不審者対応等に備え、教職

員で緊急時の対応について共通理解を図

り、必要に応じてその都度訓練を実施し

し、子供達が自分で命を守ろうとする意

識を高めていく。 

・幼稚園で講じている安全教育や安全対策

について保護者にも定期的に啓発し、園

内園外問わず子供を取り巻く大人が子ど

もを守るという意識を高める事が出来る

ように働きかける。 

総
合

評
価 

・職員が連携し、教育目標をめざして日々の保育や研究に取り組んでおり、子供達は自分達の「夢」「やりたい思い」がかなえられていると思う。 

・保幼小の連携を図り、接続に向けての取り組みに力を入れ成果をあげておられる。引き続き、拠点園としての取り組みを充実されることに期待する。 

・園庭清掃、花の苗植え、あいさつ運動、伝承遊びの会など、地域の方とふれあう機会も大切にし、子供達にとって貴重な体験となっている。今後も地域の方との

つながりを大切にしてほしい。 

・安全管理においては更なる危機管理体制づくりを推進していくとよい。 

 

・次年度に向けて､何に新たに取り組んで行くのかを明確にして､保護者や地域に力を借りていくことが大切だと思う。 

 

 

 


